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沖縄トラフ鳩間海丘熱水域における熱水性鉱石の鉱物学的特徴
Mineralogical and Geochemical Study of Hydrothermal Ores from the Hatoma Knoll
Hydrothermal Field in the Okinawa Trough
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南部沖縄トラフに位置する鳩間海丘の頂上火口では熱水活動が確認されている。鳩間海丘熱水域の熱水性鉱石は硬石
膏や重晶石といった硫酸塩鉱物に富み、熱水の組成は Cl− に乏しく最高 300℃の温度が記録されている。硫酸塩鉱物に
富むという特徴は、気液分離の際に金属元素が気相に取り込まれにくいことに関連すると考えられ、硫化鉱物の沈殿が
海底下で起こっていることが期待できる。海底下における硫化鉱物の鉱化作用の可能性を調べるため、我々は鳩間海丘
熱水域の熱水性鉱石で堆積物に埋まっていた試料を集中的に採取した。本講演では、そのような様々な鉱石試料の分析
結果に基づいて、鉱物学的、地球化学的特徴を議論する。
試料は YK07-04、NT08-13、NT11-20、KY14-02の各航海おいて、しんかい 6500およびハイパードルフィンによって

海底から採取された 15試料を使用した。鉱物同定には反射顕微鏡での観察と XRD（X 線回折）、EPMA（電子線マイク
ロアナライザ）を使用した。また EPMAで硫化鉱物の化学組成を分析した。
各試料の鉱物組み合わせと組織から、試料を 5つのタイプに分類した。Type I (fine-grained sulfide ore)は dendritic組織

が見られたことから急冷で生じたものだと思われた。Type II (sulfide dominant ore)は閃亜鉛鉱、方鉛鉱、四面銅鉱といっ
た硫化鉱物に富んでいた。Type IIのなかでも特異な 2試料を、(1)Sbを化学組成に含む鉱物が非常に多く見られた Type
II’ (Sb-rich chimney)と、(2)結晶の粒径が 1cmと大きい Type II” (coarse-grained sulfide ore)に分類した。Type III (barite
dominant As-rich chimney)は重晶石と Asを含む鉱物がよく観察された。
硫化鉱物の化学組成から 2つの興味深い特徴がわかった。1つは閃亜鉛鉱中の Mn の濃度で、Type Iの試料で最大

11.4%と高い値を示した。またMnに乏しく Feに富む試料も見られた。もう一つは四面銅鉱中の Ag濃度で、Type II’の
試料で 8.27～18.90%と高い値を示した。四面銅鉱では Agの濃度と Sb/(Sb+As)の値に正の相関があった。またその他の
Ag鉱物の組成からも Agは Sbとよく挙動を共にしていると考えられた。
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